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有
病
者
の
歯
科
治
療

岩
崎
氏
が
記
念
講
演

授
）。

　

膠
原
病
で
は
、
口
腔
内
潰

瘍
を
認
め
る
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
ー
デ
ス
や
ベ
ー
チ
ェ
ッ

ト
病
、
開
口
困
難
や
舌
小
体

短
縮
な
ど
を
伴
う
全
身
性
強

皮
症
な
ど
が
あ
る
と
し
た
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は
、
環

軸
椎
間
亜
脱
臼
患
者
の
場
合

は
前
屈
姿
勢
で
突
然
死
す
る

こ
と
が
あ
る
、
治
療
時
に
口

腔
粘
膜
が
損
傷
し
や
す
い
、

べ
き
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
歯
科
で
見
か
け
る

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
（
Ｓ

Ｓ
）
は
、
唾
液
分
泌
低
下
に

よ
る
口
腔
病
変
を
高
頻
度
に

認
め
、
現
在
患
者
は
10
〜
30

万
人
が
罹
患
し
て
い
る
。
疼

痛
過
敏
（
原
因
不
明
）・
抑

う
つ
の
２
点
が
特
に
多
い
と

解
説
し
た
。

 

（
淀
川
区
・
松
本
博
）

大
阪
市
北
部
地
区

　

講
演
に
先
立
っ
て
北
部
地

区
は
総
会
を
開
き
、
２
０
１

７
・
18
年
度
の
活
動
の
ま
と

め
と
決
算
、
次
年
度
の
活
動

方
針
と
役
員
体
制
、
予
算
を

決
め
た
。
評
議
員
８
人
を
選

出
し
、
責
任
者
に
松
本
博
氏

（
淀
川
区
）
を
再
任
し
た
。

次
年
度
も
協
会
ら
し
い
講
習

会
の
開
催
を
始
め
と
す
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

大
阪
市
東
部
地
区
は
３
月

23
日
、
総
会
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
き
、
２
０
１
８
年
度

の
活
動
・
収
支
報
告
、
19
年

度
活
動
方
針
・
予
算
・
役
員
体

制
の
各
議
案
を
確
認
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
、
院
内
感

染
防
止
対
策
の
研
修
会
や
臨

床
講
習
会
な
ど
各
種
講
習
会

の
開
催
を
報
告
し
た
。
ま

た
、
城
東
・
生
野
両
社
保
協

で
会
長
を
務
め
る
な
ど
積
極

的
な
活
動
に
加
え
、
地
区
と

し
て
初
め
て
「
子
ど
も
食

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
３
月
30
日
、
保
険
医
会

館
で
地
区
総
会
を
開
き
、
２

０
１
８
年
度
活
動
の
ま
と
め

と
19
年
度
活
動
方
針
、
18
年

度
決
算
と
19
年
度
予
算
の
各

案
、
19
〜
20
度
の
地
区
責
任

者
、
評
議
員
会
、
地
区
役
員

の
各
候
補
が
矢
部
あ
づ
さ
地

区
責
任
者
か
ら
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
吉
田
裕

志
副
理
事
長
と
水
野
順
社
保

　

北
河
内
地
区
は
総
会
を
３

月
23
日
、
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
き
、
２
０
１
８
年
度
活

動
報
告
、
19
年
度
方
針
・
役

員
体
制
、
18
年
度
決
算
と
次

年
度
予
算
の
す
べ
て
の
議
案

を
賛
成
多
数
で
承
認
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
３
回
の
講

習
会
の
開
催
、
ひ
ら
か
た
こ

ど
も
ま
つ
り
で
の
健
診
活

動
、
京
都
宇
治
散
策
な
ど
の

　

泉
州
地
区
は
３
月
30
日
、

エ
ア
ポ
ー
ト
イ
ン
プ
リ
ン
ス

泉
佐
野
で
総
会
を
開
き
、
26

人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
８
年

度
の
活
動
と
し
て
、
各
種
署

名
の
到
達
や
講
習
会
の
開

催
、
台
風
に
よ
る
会
員
の
被

災
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
勝
藤
大
輔
地
区
責
任
者

か
ら
協
会
運
動
へ
の
参
加
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

総
会
後
は
「
医
療
過
誤
・

ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

学
ぶ
歯
科
医
院
の
生
き
残
り

戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
佐
久
間

泰
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯

科
麻
酔
学
講
座
准
教
授
）
が

記
念
講
演
。
佐
久
間
氏
は
歯

堂
」
で
歯
科
健
診
を
行
い
、

地
域
医
療
の
発
展
の
た
め
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
る
。

　

19
年
度
は
、
多
彩
に
講
習

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

社
会
保
障
を
守
り
改
善
す
る

運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
た
。
特
に
、
生
活
保
護

受
給
者
へ
の
医
療
費
・
介
護

費
の
一
部
自
己
負
担
導
入
を

提
言
す
る
大
阪
市
の
動
き
に

対
し
、
市
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
開
業
医
の
立
場
か

ら
運
動
を
進
め
る
と
し
た
。

研
究
部
員
が
「
個
別
指
導
・

こ
ん
な
歯
科
医
院
が
選
ば
れ

や
す
い
」
を
、
個
別
指
導
の

選
定
基
準
や
指
摘
事
項
を
も

と
に
解
説
、
忙
し
さ
に
か
ま

け
ず
カ
ル
テ
記
載
に
留
意
す

る
こ
と
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
電
子
カ
ル
テ

の
コ
メ
ン
ト
記
載
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
手
書
き
も
含

め
て
対
応
を
な
ど
の
回
答
が

あ
っ
た
。
22
人
が
参
加
し

た
。

文
化
活
動
を
実
施
し
て
き
た

こ
と
を
報
告
、
来
年
度
も
２

回
の
講
習
会
と
１
回
の
文
化

企
画
を
行
う
と
し
た
。

　

役
員
で
は
、
評
議
員
が
１

人
、
欠
員
と
な
っ
た
こ
と
を

報
告
、
今
後
、
新
た
な
役
員

づ
く
り
を
目
指
す
。
記
念
講

演
で
は
「
わ
く
わ
く
リ
グ
ロ

ス
学
習
会
」
を
三
島
地
区
と

合
同
で
開
催
し
た
。

て
運
動
を
強
め
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
は
、
小
倉
孝
文
氏

（
堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）
が

「
リ
ス
ク
を
持
っ
た
患
者
の

歯
科
治
療
」
を
テ
ー
マ
に
記

念
講
演
。
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
認
知
症
、
妊
婦
な
ど
患

者
の
状
態
に
応
じ
た
治
療
上

の
注
意
点
を
解
説
し
た
。

科
健
診
、
歯
み
が
き
指
導
の

取
り
組
み
▽
高
石
市
で
採
択

さ
れ
た
「
後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
の
２
割
化
に
反
対
す

る
」
意
見
書
な
ど
意
見
書
採

択
要
請
運
動
―
な
ど
を
報

告
。
歯
科
医
療
改
善
に
向
け

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

３
月
23
日
、
サ
ン
ス
ク
エ
ア

堺
で
総
会
を
開
き
、
19
人
が

参
加
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
の
活
動
で

は
、
▽
協
会
と
し
て
初
め
て

と
な
る
子
ど
も
食
堂
で
の
歯

科
分
野
の
医
療
訴
訟
の
判
例

を
示
し
、
患
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
を
最
小
限
に
留
め
、
ク
レ

ー
ム
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

の
方
法
論
を
解
説
し
た
。

　

大
阪
市
北
部
・
同
東
部
地

区
は
、
総
会
の
記
念
講
演
と

し
て
「
病
気
を
持
っ
た
患
者

の
歯
科
治
療
」
３
回
シ
リ
ー

ズ
の
最
終
回
を
３
月
23
日
、

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

膠
原
病
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
患

者
な
ど
の
口
腔
病
変
の
特
徴

や
歯
科
治
療
で
注
意
す
べ
き

点
を
、
歯
科
医
師
ら
42
人
が

学
ん
だ
。
講
師
は
岩
崎
剛
氏

（
兵
庫
医
療
大
学
薬
学
部
教

口
腔
内
乾
燥
、
糜

爛
（
び
ら
ん
）、

潰
瘍
を
伴
い
や
す

い
―
―
な
ど
の
注

意
点
を
説
明
。
ス

テ
ロ
イ
ド
を
投
薬

さ
れ
て
い
る
人

は
、
同
時
に
ビ
ス

フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー

ト
製
材
が
投
与
さ

れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
の
で
注
意
す

２
０
１
８
年
度

各
地
区
総
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

 

西　

真
紀
子

日本と比べた北欧の歯科医師の特徴

　

同
じ
職
業
で
、
同
じ
疾
患
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
国
に
よ
っ
て
総
体
と
し
て
歯
科

医
師
の
処
置
方
針
が
違
う
こ
と
は
十
分
に

考
え
ら
れ
る
。
日
本
と
北
欧
を
比
べ
て
み

と
に
長
け
て
い
る
。
カ
リ
オ
ロ
ジ
ー
と
い

う
齲
蝕
に
ま
つ
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
統

る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。

最
新
の
情
報
を

最
新
の
情
報
を

入
手
で
き
る
英
語
力

入
手
で
き
る
英
語
力

　

日
本
の
場
合
は
英
語
に
対
す
る
ハ

ン
デ
ィ
が
あ
る
た
め
か
、
情
報
の
伝

達
が
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。
現
在
、
重

要
な
論
文
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
英
語
で
出
版
さ
れ
る
の
で
、
翻
訳

を
経
る
ま
で
待
つ
と
年
単
位
で
世
界

か
ら
遅
れ
て
し
ま
う
。
北
欧
の
歯
科

医
師
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
英
語
が

話
せ
な
い
、
読
め
な
い
人
と
出
会
っ

た
こ
と
は
な
い
。
学
生
時
代
か
ら
英

論
文
に
触
れ
て
、
最
新
の
情
報
に
馴

染
ん
で
い
る
。
Ｐ
ｈ
Ｄ
（
博
士
）
論

文
も
必
ず
英
語
で
書
か
れ
る
。

臨
床
に
影
響
を

臨
床
に
影
響
を

与
え
る
特
徴

与
え
る
特
徴

　

日
本
の
歯
科
医
師
は
総
じ
て
手
先

が
器
用
で
、
修
復
、
補
綴
、
歯
内
療

法
な
ど
一
つ
一
つ
の
細
か
な
作
業
に

長
け
て
い
る
が
、
一
方
、
北
欧
で
は

全
体
像
や
長
期
的
展
望
を
見
通
す
こ

たSkaPa

（
電
子
カ
ル
テ
の
デ
ー
タ

を
毎
年
分
析
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

で
あ
る
。
そ
し
て
、
北
欧
の
歯
科
医

師
の
処
置
方
針
に
は
、
必
ず
メ
イ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
。

象
牙
質
齲
蝕
の
経
過
観
察
﹇
１
﹈

や
、
ス
テ
ッ
プ
ワ
イ
ズ
エ
キ
ス
カ
ベ

ー
シ
ョ
ン
﹇
２
﹈
な
ど
は
、
メ
イ
ン

テ
ナ
ン
ス
あ
り
き
の
賜
物
で
あ
ろ

う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
始
ま
っ
た
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
処
置
に
関
し
て
も
、
国

民
の
ほ
と
ん
ど
が
受
け
て
い
る
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
前
提
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

賢
明
な
患
者
が

賢
明
な
患
者
が

歯
科
医
師
を
育
て
る

歯
科
医
師
を
育
て
る

　

こ
の
よ
う
な
北
欧
の
歯
科
医
師
を

育
て
て
い
る
一
因
と
し
て
、
患
者
の

厳
し
い
目
が
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し

て
お
き
た
い
。
教
育
レ
ベ
ル
、
問
題

意
識
、
健
康
意
識
が
高
く
、
自
分
の

意
見
を
抑
え
る
よ
り
主
張
す
る
こ
と

の
方
が
好
ま
れ
、
年
齢
、
性
別
、
立

場
に
よ
る
上
下
関
係
も
ほ
と
ん
ど
な

合
し
た
講
座
が
存
在
す
る
の
が
特
徴
的
で

あ
る
（
図
）。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ

て
、
結
果
を
見
直
す
こ
と
も
忘
れ
な
い
。

そ
の
良
い
例
が
、
２
月
15
日
号
で
紹
介
し

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑨
part. 2

膠原病やリウマチ患者の歯科治療につ
いて語る岩崎剛氏＝３月23日、Ｍ＆Ｄ
ホール

マルメ大学歯学部の案内図。齲蝕の
全体像を基礎や臨床の垣根なく扱う
カリオロジー講座が５階にある

い
国
民
性
の
た
め
、
患
者
が
賢
明
な
の
で

あ
る
。
税
金
が
高
い
分
、
そ
れ
で
行
わ
れ

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
齲
蝕
や
歯
周
病
が
繰

り
返
し
発
症
し
て
、
結
局
無
歯
顎
に
な
る

よ
う
な
矛
盾
が
あ
る
と
、
国
民
は
黙
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
。
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施
設
数
が
減
少
に
転
換

　

近
年
微
増
傾
向
に
あ
っ
た

歯
科
診
療
所
数
が
２
０
１
８

年
に
減
少
に
転
じ
た
。
厚
労

省
の
医
療
施
設
調
査
に
よ
る

と
、
17
年
６
月
末
時
点
で
は

全
国
で
６
万
８
９
３
３
施
設

あ
っ
た
が
、
18
年
６
月
末
は

６
万
８
７
８
７
施
設
と
な

り
、
１
４
６
減
少
し
た
。

　

内
訳
を
み
る
と
、
医
療
法

人
は
１
万
４
２
９
３
施
設
で

前
年
同
月
比
５
１
７
増
。
個

人
診
療
所
は
５
万
３
８
８
８

施
設
で
同
６
６
０
減
と
な
っ

た
。
低
歯
科
医
療
費
政
策
の

下
で
経
営
難
を
抱
え
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
施
設
基
準
に

対
応
で
き
ず
に
閉
院
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

都
道
府
県
別
に
歯
科
診
療

所
数
の
増
減
を
み
る
と
、
関

東
・
北
陸
地
方
な
ど
18
都
県

で
増
加
し
た
も
の
の
、
他
の

地
域
で
は
福
岡
を
除
い
て
軒

並
み
減
少
し
た
。
大
阪
は
５

５
３
６
施
設
で
前
年
か
ら
13

減
少
し
た
。
右
肩
上
が
り
で

増
え
て
き
た
歯
科
診
療
所
数

は
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

７

歯
科
医
療

数
字
見
る

で

歯科診療所数の推移
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